厚　木　市　野　球　協　会　取　決　め　事　項
平成２９年３月１９日
１　服装について

（１）同チームのプレーヤー（監督・コーチを含む）同色・同型・同意匠のユニフォームを着用する。
（２）アンダーシャツ、ストッキング、帽子においても同様とする。スパイクの形状は問わない。
（３）ユニフォームの背中には必ず背番号をつける。

　　　　①背番号は、算用数字で０番から９９番までで、監督は３０番、主将は１０番とする。００番は認めない。

　　　　②背番号以外に個人の名前を入れて差し支えないが、チーム全員入れる。

２　用具について

（１）全日本軟式野球連盟公認のものを使用する。（ＪＳＢＢマークがあるもの。）

（２）打者、走者、次打者は、ヘルメットを着用する。（耳覆いのあるもの）
（３）捕手はレガーズ、捕手用ヘルメット、プロテクターを着用する。

３　登録について

（１）登録は、Ａクラス、Ｂクラス、Ｃクラスとする。

（２）厚木市野球協会規約第５条、第６条、第７条、第８条及び第９条の登録規定によるものとし、登録は年度当初に更新を行う。なお、新規加入会員は春と秋の大会前に登録を受付ける。ただし、原則としてＣクラスに所属するものとする。

（３）年度当初において登録した者は、そのチームが解散するか、若しくは勤務先、または居住地に異動があった以外は、他のチームへの異動登録は認めないものとする。ただし、前チームから抹消手続き完了後、６箇月を経過した場合はこの限りでない。なお、選手の新規登録、抹消については大会当日まで認める。
４　不正登録等の処置について
チームまたは選手が次に該当する場合は、厚木市野球協会規約第２６条及び大会

役員の合議により相当の処置を行う。

（１）不正登録チームの場合。

①試合中に発覚した場合、相手方に勝利を与える。

②試合終了後に発覚した場合、次の相手に勝利を与える。

③決勝戦終了後に発覚した場合は、優勝・準優勝の取り消しを行う。

④個々の選手の不正はチームの責任とする。

（２）大会秩序を乱したり、試合進行を妨げる行為を行った者。
（３）大会役員、審判員に対し暴言を吐いたり、不穏当な言動、暴力を振るった者。

（４）軟式野球規則に従い審判員が下した判定に従わない者。

（５）試合途中にトラブルが発生し、相手選手や関係者に暴力行為に及んだ者。
５　春季大会及び秋季大会兼厚木市民選手権大会の試合運営について
（１）主将会議には、監督または主将が出席する。
（２）総会、主将会議で、説明及び決定事項の内容についてチーム全員に徹底する。

（３）天候不良の場合の連絡について

①小雨の場合でも、試合可能と判断した場合は、試合を行うことがあるので注意する。

②雨天の場合は、チームの責任者が試合当日の午前７時以降電話で、確認すること。

　　　テレホンサービス　046-247-0117
ホームページ　　　http://yakyuu.server-shared.com/
（４）試合方式

①春季大会は、クラス別トーナメント戦で７回戦とする。ただし、Ａクラスは９回戦とする。
②秋季大会兼厚木市民選手権大会は、クラス別トーナメント戦で７回戦とする。ただし、Ａクラスは９回戦とし、厚木市民選手権大会は、各クラスの優勝チームと特Ａクラスで9回戦のトーナメント戦とする。

③その他の大会の運営については、常任理事会で定めることとする。

（５）試合時間等
①第一試合の開始時間は、午前８時３０分とするが、天候等の事情により前後する場合がある。

②７回戦の場合は、試合時間は１時間３０分以内とする。
③９回戦の場合は、試合時間は２時間とする。
④制限時間内であれば延長戦を行う。同点終了の場合は、神奈川県野球連盟特別規則に準ずる。
（７）コールドゲームについて

①７回戦の場合は、５回以降７点差となったときは、試合終了とする。

②９回戦の場合は、５回以降１０点差、７回以降７点差となったときは、試合終了とする。
③暗黒、降雨等にて試合が続行不可能となったときは、審判員の判断により試合の終了を決定する。なお、７回戦の場合は５回、９回戦の場合は７回を終了し、得点差のあるときは正式試合、同点の場合は再試合とする。

（８）その他
①使用ベンチは、組み合わせ番号の若い番号を一塁側とする。
②チームは試合開始時刻３０分前にメンバー表を提出する。なお、前の試合が早く終了した場合は、次の試合の開始時間を早めることがある。
　　　　③ベンチには危険防止と、試合進行の妨げにならぬよう、登録者以外は入れない。
　　　　④ファールボールは、原則として攻撃側チームが回収する。外野フェンスを越えたボールも同様である。
　　⑤ベンチ内は禁煙とする。また、球場施設内も定められた場所以外は禁煙とする。
　　⑥試合終了後は、速やかにベンチから荷物を出し、グランド整備を両チームで行うこと。その日の最終試合の両チームは、ベンチ内も掃除する。

